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揖
斐
川
プ
ー
ル
６
月
２０
日（
土
）

オ
ー
プ
ン
！

幼
少
年
水
泳
教
室
開
催

～
水
泳
が
苦
手
な
子

も
っ
と
上
手
に
な
り
た
い
子
集
ま
れ
～

揖
斐
川
プ
ー
ル
監
視
員
・

水
泳
教
室
指
導
員
の
募
集
！

青
少
年
の
た
め
の

科
学
の
祭
典
岐
阜
大
会
ＩＮ
揖
斐
川
開
催

■
開
場
期
間

　
　

６
月
20
日（
日
）～
９
月
５
日（
日
）

　
　

た
だ
し
６
月
20
日
～
７
月
20
日
、

　
　

�

９
月
１
日
～
９
月
６
日
の
期
間
は
、

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
の
み
開
場
。

　
　

７
月
19
日（
月
）
～
８
月
31
日（
火
）

　
　

の
期
間
は
無
休
と
な
り
ま
す
。

■
開
場
時
間

　
　

10
時
～
17
時
ま
で

　

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生

徒
を
は
じ
め
広
く
青
少
年
に
科
学
の
楽
し

さ
を
体
験
し
、
興
味
関
心
を
広
げ
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
第
五
回
「
科
学
の
祭
典

　

岐
阜
大
会
ＩＮ
揖
斐
川
」を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
理
科
専

攻
の
学
生
の
指
導
の
も
と
、
大
ホ
ー
ル
や

ロ
ビ
ー
、
各
部
屋
に
分
か
れ
、
様
々
な
科

学
工
作
や
実
験
を
行
い
ま
す
。

■
期
　
日　

６
月
26
日（
土
）

■
会
　
場　

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

■
開
催
時
間

　
　
　

10
時
30
分
か
ら
12
時　

　
　
　

13
時
30
分
か
ら
15
時

　

小
中
学
生
に
限
ら
ず
幼
児
や
大
人
に
も

十
分
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
で
す
。

家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

揖
斐
川
プ
ー
ル
で
は
、
毎
年
恒
例
と
な

り
ま
し
た
水
泳
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

対
象
は
幼
児
（
４
歳
以
上
）、
小
学
生

で
水
の
顔
付
け
か
ら
バ
タ
足
・
ク
ロ
ー
ル

な
ど
、
参
加
者
の
泳
力
に
応
じ
て
、
専
門

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
指
導
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

○
幼　
　

児　

４
歳
以
上

（
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
）

　

○
小
学
生
Ａ　

�

小
学
生
で
、
25
メ
ー
ト

ル
が
泳
げ
な
い
子

　

○
小
学
生
Ｂ　

�

小
学
生
で
、
25
メ
ー
ト

ル
が
泳
げ
る
子

■
申
し
込
み

　

６
月
８
日（
火
）
９
時
～

　
　
　
　
　

揖
斐
川
健
康
広
場
に
て
受
付

■
参
加
料　

２
０
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

■
締
め
切
り　

６
月
18
日（
金
）

■
注
意
事
項　

　

・�

申
し
込
み
の
時
に
は
、
印
鑑
と
参
加

料
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

・�

申
し
込
み
は
、
町
内
在
住
者
を
優
先

い
た
し
ま
す
。

　

・�

各
教
室
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

　

・�

１
人
１
回
１
教
室
限
り
の
申
し
込
み

と
い
た
し
ま
す
。

　

・�

申
し
込
み
以
後
の
教
室
の
変
更
、
電

話
で
の
申
し
込
み
、
代
理
人
申
し
込

み
は
一
切
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

　

・�

小
学
生
の
教
室
に
つ
い
て
は
、
申
し

込
み
時
に
お
子
様
が
何
メ
ー
ト
ル
泳

げ
る
か
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

・�

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
教
室
間

の
移
動
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

対　　象 定　員 時　　間 日　　程

小学生 A－ 1 30 人 10 : 00 ～ 11 : 15 7 月 20 日（火）

～

7 月 23 日（金）
小学生Ａ－２ 30人 11 : 30 ～ 12 : 45

小学生Ａ－３ 30人 13 : 15 ～ 14 : 30

幼　児 20人 10 : 00 ～ 11 : 00 7 月 27 日（火）

～

7 月 30 日（金）
小学生 A－ 4 30 人 11 : 15 ～ 12 : 30

小学生 B 30 人 13 : 15 ～ 14 : 30

　

夏
季
開
業
の
揖
斐
川
プ
ー
ル
監
視
員
と

幼
少
年
水
泳
教
室
指
導
者
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

◎
プ
ー
ル
監
視
員

■
募
集
人
員　

10
人
～
15
人

■
応
募
資
格　

�

18
歳
以
上
の
泳
げ
る
元
気

な
人
（
研
修
有
り
）

■
雇
用
期
間　

６
月
20
日（
日
）～
９
月
５
日（
日
）

　
　
　
（�

た
だ
し
、
６
月
及
び
７
月
中
旬

ま
で
と
９
月
は
土
・
日
の
み
勤

務
）
勤
務
日
程
は
応
相
談

■
勤
務
時
間　

９
時
30
分
～
17
時
30
分

■
賃
　
　
金　

時
間
給
８
８
０
円

■
そ
の
他　
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
貸
与
し
ま
す
。

◎
水
泳
教
室
指
導
者

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
応
募
資
格　

�

水
泳
指
導
資
格
取
得
者
ま

た
は
経
験
者

■
雇
用
期
間　

７
月
20
日（
火
）～
７
月
30
日（
金
）

■
指
導
期
間　

幼
児
ク
ラ
ス
１
時
間

　
　
　
　
　
　

小
学
生
ク
ラ
ス
１
時
間
15
分

　
　
　
　
　
　

１
日
２
・
３
ク
ラ
ス

■
賃
　
　
金　

�

経
験
そ
の
他
資
格
に
よ
っ

て
相
談
の
上
決
定
し
ま

す
。（
交
通
費
支
給
）

■
そ
の
他　

水
着
等
は
貸
与
し
ま
す
。

（
事
前
研
修
あ
り
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
健
康
広
場　

担
当　

山
川

　

℡
２
１

－

３
１
０
０
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ま
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

公

民

館

活

動

　

揖
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
現

在
19
団
が
町
内
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
次
の
少
年
団
を
紹
介
し
ま
す
。
団
活

動
に
興
味
の
あ
る
人
は
町
教
育
委
員
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
北
方
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
】

　

礼
儀
作
法
を
大
切
に
し
、
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
守
り
、
一
勝
で
も

多
く
勝
つ
こ
と
を
目
指
し
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

①
活　

動　

毎
週
土
・
日
・
祝
日　

８
時
～

　
　
　
　
　

北
和
グ
ラ
ウ
ン
ド

②
成　

績　

学
童
野
球
揖
斐
郡
大
会�

準
優
勝

　
　
　
　
　

西
濃
信
用
金
庫
杯�

準
優
勝

③
構　

成　

指
導
者
４
人
、
団
員
20
人

④
代
表
者　

小こ

谷た
に

和か
ず

彦ひ
こ

団
長

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
電
話
２
３

－

０
１
１
５
）

★「�

む
か
し
話
と
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
、

星
空
の
夕
べ
」
を
開
催
し
ま
し
た

　

４
月
24
日（
土
）、
茅
屋
根
を
葺
き
替
え

た
ば
か
り
の
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
の

民
家
を
使
っ
て
、
こ
の
催
し
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
館
長
よ
り
民
家
と
茅
葺
き

工
事
の
概
要
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
大

型
紙
芝
居
に
よ
る
む
か
し
話
の
読
み
聞
か

せ
と
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
で
懐
か
し
い

唱
歌
や
星
に
ま
つ
わ
る
曲
の
演
奏
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
日
が
沈
ん
で
す
っ
か
り
暗
く

な
っ
た
後
は
、
駐
車
場
に
並
べ
た
天
体
望

遠
鏡
で
月
と
土
星
を
観
察
し
、
60
人
の
参

加
者
は
、
月
の
ク
レ
ー
タ
ー
や
土
星
の
環

に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

★
企
画
展「
清
流
揖
斐
川
」の
ご
案
内

　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資

料
館
で
は
、
初
夏
か
ら
夏

の
揖
斐
川
の
風
物
に
か

か
わ
る
企
画
展
を
開
催

し
ま
す
。
鮎
や
川
を
描
い

た
絵
画
や
軸
な
ど
を
中

心
に
収
蔵
資
料
を
展
示

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

★『�

揖
斐
川
町
の
生
活
用
具
～
手
作
り

民
具
が
語
る
も
の
～
』
を
発
刊

　

東
西
文
化
の
接
点
で
あ
り
、
山
間
部
か

ら
平
野
部
ま
で
特
色
あ
る
風
土
を
も
つ
揖

斐
川
町
に
は
、
長
い
歴
史
と
豊
か
な
自
然

が
育
ん
だ
民
俗
資
料
が
た
く
さ
ん
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
貴
重
な
民
俗
資
料
の
中

か
ら
「
手
作
り
の
民
具
」
を
選
ん
で
そ
の

用
途
や
素
材
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と

め
た
書
籍
『
揖
斐
川
町
の
生
活
用
具
～
手

作
り
民
具
が
語
る
も
の
～
』
が
こ
の
ほ
ど

発
刊
さ
れ
、
４
月
15
日
に
は
、
町
に
発
刊

の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
書
は
町
内
小
中
学

校
や
図
書
館
に
配
布

し
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

※�

本
事
業
は
、
岐
阜
県

の
補
助
を
受
け
て
実

施
し
ま
し
た
。

○
閲
覧
で
き
る
場
所

　
　

揖
斐
川
、
谷
汲
、
坂
内
図
書
館

○
頒
布
に
つ
い
て

　

�　

ご
希
望
の
方
へ
は
、一
冊
１
０
０
０
円

で
頒
布
し
ま
す
。
次
の
施
設
で
お
求
め

く
だ
さ
い
。

・
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館（
月
曜
休
館
）

・
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
（
月
曜
休
館
）

■
お
問
い
合
せ
先

　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

℡
２
２

－

５
３
７
３

▲北方野球スポーツ少年団のみなさん

福田翠光「鮎」

■
期
間　

６
月
８
日（
火
）～
８
月
29
日（
日
）

■
場
所　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

■
お
問
い
合
せ
先　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

℡
２
２

－
５
３
７
３

☆
北
方
公
民
館

《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
》

　

◆
日
時　

６
月
27
日（
日
）

　
　
　
　
　

８
時
30
分
～

　

◆
場
所　

森
前
北
和
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

※
雨
天
等
中
止

☆
大
和
公
民
館

《
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
》

　

◆
日
時　

６
月
13
日（
土
）

　
　
　
　
　

８
時
50
分
～

　

◆
場
所　

健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド

☆

永
公
民
館

《
家
庭
教
育
学
級
開
講
式
》

　

◆
日
時　

６
月
20
日（
日
）９
時
～
12
時

　

◆
場
所　

永
公
民
館

《

永
中
学
生
役
員
会
》

　

◆
日
時　

６
月
26
日（
土
）

　

◆
場
所　

永
公
民
館

《
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
》

　

◆
日
時　

６
月
27
日（
土
）９
時
～
12
時

　

◆
場
所　

永
グ
ラ
ウ
ン
ド

中央公民館
プチギャラリー

●フォトフォーラムB/W（代表内藤正男）
　展示期間：5月25日～ 6月9日
●第30 回全国豊かな海づくり大会
　～ぎふ長良川大会～児童作品展示
　展示期間：6月12日～ 6月17日
●文化協会文芸展（文化協会文芸部）
　展示期間：6月19日～7月1日
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平
成
22
年
度
立
志
式
開
催

244
人
の
心
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
！

　

町
で
は
、
昔
の
元
服
に
ち
な
ん
で
15
歳

に
な
る
中
学
３
年
生
の
成
長
を
祝
う
と
と

も
に
、
自
ら
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
を
も
つ
た
め
に
立
志
式
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
、
４
月
30
日（
金
）
に
、
谷
汲

サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
で
、
揖
斐
川
町
内
の
中

学
３
年
生
244
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ド
ル
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、教
育
長

か
ら
火
を
受
け
継
ぎ
、
大
人
が
も
つ
責
任

の
重
さ
を
、
火
を
扱
う
こ
と
の
責
任
の
重

さ
に
な
ぞ
ら
え
、
大
人
に
な
る
こ
と
が
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
の
確
認
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
火
が
全
員
に
分
火
さ
れ
、
最

初
小
さ
か
っ
た
火
は
や
が
て
ホ
ー
ル
全
体

を
照
ら
す
光
と
な
り
、
最
後
に
は
全
員
の

思
い
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
た
炎
と
な
っ

て
、
町
長
に
預
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
作
文｢

私
の
夢｣

を
代
表
の
北

和
中
・
谷
汲
中
の
生
徒
が
朗
読
し
、
作
文

を
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先

輩
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
る
と
、
生

徒
た
ち
は
熱
心
に
聞
き
入
り
、質
問
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
将
来
の
夢
を
も
つ
中
学
生
が

感
想
を
述
べ
る
シ
ー
ン
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
立
志
式
の
記
念
と
し
て
、
イ

ラ
ス
ト
や
写
真
等
を
使
っ
て
、
自
分
で
デ

ザ
イ
ン
し
た
記
念
マ
グ
カ
ッ
プ
を
町
長
か

ら
受
け
取
り
、
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、｢

走
る
川｣

を
全
員
で
合
唱
し
、

参
加
し
た
244
人
の
歌
声
が
迫
力
あ
る
ハ
ー

モ
ニ
ー
と
な
っ
て
大
ホ
ー
ル
を
包
み
ま
し

た
。

　

司
会
者
を
は
じ
め
、
各
中
学
校
の
代
表

者
が
中
心
と
な
り
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
、

厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
、
志
を
高
め
ら
れ

た
、
す
ば
ら
し
い
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
学
生
生
活
を
充
実
さ
せ
、
揖
斐

川
町
で
活
躍
を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

▲キャンドルセレモニーの様子

▲合唱の様子

　
「
合
併
し
た
揖
斐
川
町
を
も
っ
と
よ
く

知
り
た
い
」「
余
裕
が
で
き
た
時
間
を
、

地
域
づ
く
り
に
生
か
し
た
い
」「
多
く
の

人
と
知
り
合
い
に
な
り
た
い
」
と
い
う
人

に
お
勧
め
で
す
。

　

実
習
や
現
地
見
学
を
行
い
、
自
然
と
歴

史
が
育
む
、
ふ
れ
あ
い
と
活
力
あ
る
揖
斐

川
町
が
さ
ら
に
好
き
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

■
受
講
で
き
る
人

　
　

揖
斐
川
町
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
。

　
　

�

原
則
７
回
受
講
で
き
、
現
地
へ
集
合

が
で
き
る
人
。

■
受
講
料

　
　

�

無
料
（
材
料
代
・
実
習
費
が
当
日
必

要
と
な
り
ま
す
。）

■
申
込
み

　
　

５
月
25
日
（
火
）
～
６
月
15
日
（
火
）

■
申
し
込
み
先　

　
　

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

　
　

℡
２
２

－

１
１
２
０

※�

申
込
書
は
中
央
公
民
館
窓
口
、
地
区
公

民
館
、
振
興
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

※�

個
人
情
報
は
、
受
講
者
名
簿
、
緊
急
連

絡
の
み
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

揖
斐
川
町
地
域
学
習
連
携
講
座

受
講
生
募
集
！

回 日　　時 講座のテーマと主な内容

1 6月26日（土）　9:30 ～ 12:00 「揖斐谷　人々の自然との関わり」 昔からの自然と人々との関わりを、お話や体験を通して学習します。

2 7月24日（土）　9:30 ～ 12:00 「日坂に伝わる古仮面と県指定文化
財高橋家住宅」

日坂に伝わる古仮面の学習し、高橋家住宅では茅葺き、長屋門など
の建築物を見学します。

3 8月28日（土）　9:30 ～ 12:00 「戦国武将稲葉一鉄と月桂院」 お寺や墓、県重要文化財の梵鐘などを見学します。

4 9月11日（土）　9:30 ～ 12:00 「薬草と共に生きる」 薬草と共に生きる地元住民の生活に触れ、薬草の魅力を満喫します。

5 10月30日（土）　9:30 ～ 12:00 「美濃の正倉院　両界山横蔵寺」 " 美濃の正倉院 " と呼ばれる、両界山横蔵寺を丸ごと学習します。

6 11月20日（土）　9:30 ～ 12:00 「蕎麦打ち体験と試食」 坂内産の「新そば」を用いて、そば打ち体験とざるそばの試食を行
います。

7 12月  7日（土）　9:30 ～ 12:00 「地域の特色を生かした地域づくり」 地域の素材を生かした地域づくりのノウハウを学びます。


